
「公共工事コスト縮減対策に関する新行動指針」

【 施策名： (１) 工事コストの低減 １）工事の計画・設計等の見直し ③ 設計方法の見直し 】

基礎免震＋中間階免震併用工法の採用によりコスト縮減基礎免震＋中間階免震併用工法の採用によりコスト縮減

工事名：金沢広坂合同高層棟建築耐震改修工事
概 要：（見直前） （見直後）

基礎免震工法 ⇒ 基礎免震＋中間階免震併用工法

①地下掘削に伴う残土量の縮減が図られた。
②仮設が必要なエリアの縮小等に伴い、全体の工事額の縮減が図られた。

■ 建築工事費を、８７４百万円から７２４百万円に縮減。
（縮減額 １５０百万円、縮減率 約１７％）

効 果：

国土交通省 北陸地方整備局 営繕部

（見直前） （見直後）免震位置

庁 舎
（地上8階、地下1階）

基礎免震 → 中間階免震へ
（地階の柱頭部）

土工事を縮減！！

地 階

基 礎

庁 舎
（地上8階、地下1階）

▽２階

▽３階

▽１階

▽２階

▽３階

▽１階

◎地階部分を踏まえた免震位置の見直し◎
あり→主に地下１階の柱頭部分
なし→基礎下の部分
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